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Crown English Communication I, pp. 82–83. 

 

Lesson 6 

Roots & Shoots 

 

Jane Goodall is (1)famous for her work with chimpanzees.   

Here, Kenji interviews her about her life and work. 

 

－1 

Kenji:  Dr. Goodall, thank you so much for 

taking time for this interview. I know that 

you spent many years studying chimpanzees 

in Africa. When did you first (2)decide to go to 

Africa? 

Jane:  It was after I had read the Doctor Dolittle  

and the Tarzan books.  When I was 11, I knew that 

somehow I would go to Africa to live with animals, 

study them, and write books about them. 

Kenji:  I’m sure there are (3)lots of young people who 

want to work with animals someday. How can they 

prepare themselves? 

Jane:  There are a lot of things you can do in order  

to understand animals.  It is very important that 

you watch them and observe their behavior.  It is 

also  important  that  you  write  (4)notes  and  ask 

questions.  If you are really determined, you will 

find a way. 
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Lesson 6—Lead 

(1) famous  1, pp. 718–19. 

 

・ コミュニケーション活動において大切な

基本語として，共に用いる前置詞を押さえ

ておきたい。二重山形かっこで囲まれ

た箇所を探し，「…で/…として有名な」

という場合，それぞれfor/asを用いること

をチェックし，教科書本文(for を使用)や辞

書の第 3 用例(as を使用)で確認させる。 

・ 語法のポイントには for や as を伴う表現の用

法や，類義語の well-known では that 節が

使えることなどが記されているので触れ

ておきたい。 

・ 語義1では(  )の中に(多くの場所で多くの

人に)(よい意味で)と，「有名な」という訳語

に対する補足説明があるので，ここに注意

を促す。さらに，には他の類義語との

違いが出ているので，まとめて教えると効

果的。 

 

Lesson 6—Section 1 

(2) decide  1a, p. 510. 

 

・ decide to doの文型表示から，to 不定詞

を伴う動詞であることを確認させる。辞書

の第 1用例と教科書本文とがよく似ている

ので比較させる。 

・ 第 2用例は notを用いた否定を表している

が，not の位置がどこになるのかに注意さ

せる。 

・ 1b, 1cには that 節や wh 節が後続する形

が出ているので触れておくとよい。 
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(3) lot2  a lot of A, pp. 1195–96. 

 

・ lot は同綴りで語源が違う語があるので，

lot1, lot2と右上の小さな数字で区別されて

いることを教えたい。「たくさん」という意

味はわかっていると思われるので，そこか

ら lot2を参照させる。 

・ 見出しの「a lot of A＝くだけてlots of 

A」という記述に注目させ，この 2 つは同

じ意味であり，lots of A の方がくだけた表

現であることを確認させる。(3)にはよ

り詳しい文体についての情報があるので

注意。lesson 6 は対話になっているので， 

lot が数多く登場することに気付かせる。 

・ A にどんな形の名詞がくるか調べさせる。

の注記の(2)にある「A は名詞複数形ま

たは名詞」という説明に注目させる。教

科書本文の 12 行目は集合名詞(people)，15

行目は a lot of を使った可算名詞複数形

(things)，次ページ 1 行目には不可算名詞

(fieldwork)が使われているのでチェック

させる。(2)では，主語になった場合の

単数扱い・複数扱いの情報が得られるので，

参照させることもできる。 

・ 第 1用例は教科書本文と同じ句が太字にな

っており，頻出フレーズとして確認させる。 

(4) note  1b, p. 1365. 

 
・ 通例～sという用法指示から，普通は複

数形で用いられ，「記録，ノート(の記述内

容)」などの意味になることを確認させる。 

・ 「帳面・文具としてのノート」は，にあ

るように notebook であることに注意。 

・ 共に用いる動詞としては，教科書本文の

write のほかに take, make もあること，

「…(について)の記録」という場合に，後続

する前置詞には of, on, about をとること

を，辞書の第 1 用例でチェックさせる。 
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Crown English Communication I, p. 84. 

 
－2 

Kenji:  You  did  a  lot  of  fieldwork,  observing 

chimpanzees in the wild. Are they in any way (1)like 

human beings? 

Jane:  Chimpanzees and humans have a lot in 

(2)common. We know today that the DNA of humans 

and chimps differs by just a little over one percent.  

Their brains are very much like ours and much of 

their behavior is like ours.  Like us, they also have 

much to learn in their (3)childhood.  The members of 

a chimp family are very close, often helping one 

another.  They can feel sad, happy, afraid, and  

angry. 
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Lesson 6—Section 2 

(1) like2  1a, p. 1164.

 

・ like には like1と like2があり，語源が異な

る同綴異義語(右上に小さい数字を付けて

表示)であることに注意させる。教科書本文

では be 動詞と共に使われているので，前

置詞である like2の方を参照させる。 

・ 語義 1a にというロゴに続いて，共に

用いられることの多い動詞が挙げられて

いるのでチェックさせ，教科書本文と同じ

be 動詞があることを確かめさせる。辞書の

第 2 用例が同じく be 動詞を用いた例にな

っているので参照させ，ここでは「彼らは

何らかの点で人間に似ているか」という意

味になることを確認させる。 

・ like2を用いた表現が，教科書の同じページ

に数か所登場するので確認させる(2 行目，

7 行目，8 行目には 2 箇所)。辞書の第 2 用

例は very (much) like …が使われており，

教科書 7行目の表現と同じであることをチ

ェックさせる。8 行目 2 箇所目の like us は

1aではなく，次ページにある 1cになるこ
とにも注意させる。 

 

 

 

(2) common  have A in common, p. 402. 

 

・ 名詞の重要成句として赤いアステリスク

(*)が付いているので注意させる。 

・ の A の部分によく現れる語がの注

記に記されているので，教科書本文の a lot

も含まれていることをチェックさせる。 

・ 「…と共通の A をもつ」という場合は，

二重山形かっこで示されているよう

にwithを用いることに触れると，表現力

アップにつながる。 

 

(3) childhood , p. 345. 

 

・ 第 4 用例が教科書本文と同じ in＋所有格

＋childhood になっているので意味を確認

させる。 

・ 辞書の用例訳の前にかたくという使用域

表示があるのを確かめさせる。さらに続い

て，≒の後に言い換え表現も示されている

のでチェックさせる。言い換え表現には  

よりくだけてという使用域表示があるこ

とにも注意させたい。 
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Crown English Communication I, p. 85. 

 

Kenji:  What about their character—I (1)mean, are 

they friendly?  Are they cruel? 

Jane:  They are usually (2)friendly with each other, 

but they can be cruel, just like humans. 

Kenji:  Really? 

Jane:  The  males  patrol  their 

territories,  sometimes  attacking 

chimps  from  another  community.  

But they can be very kind and loving 

too.  Once, when he was about three 

years old, a chimp called Mel (3)lost  

his mother and was left alone. We  

all thought he’d die.  But, to our 

surprise, a 12-year-old male chimp 

called Spindle took care of him. 

Kenji:  In what (4)way? 

Jane:  He let Mel ride on his back and share his   

nest at night.  I often saw him (5)sharing his food if 

Mel asked for it. Chimpanzees can indeed be loving 

and caring.
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(1) mean1  I mean, p. 1245. 

 

・ mean は語源が異なる同綴異義語があるこ

とに注意させて，mean1，mean2，mean3の

うち，教科書本文では主語に続いて使われ

ていることから動詞用法のある mean1 の

成句を参照させる。紙の辞書なら開いた状

態でこの 3 つすべてを目視できるので，そ

れぞれの主要な意味を押さえることも簡

単にできることを教えたい。 

・ コミュニケーションで欠かせない句とし

て用法をしっかり把握させる。明確化・訂

正という意味概念の表示や，二重丸かっ

この話という使用域表示，さらには(  )

による訳語の補足説明から，会話中にこと

ばが足りないと感じたり，訂正したいと思

った場合に用いることを理解させる。教科

書本文のインタビュアーが，質問の意味を

明確にしたいという意図をもって用いて

いることを読み取らせたい。 

・ にはより詳しい解説があるので，チェ

ックできると効果的。 

 

(2) friendly  3, p. 801. 

 

・ という品詞表記のすぐ後ろに，比較級・

最上級の形が出ているので確認させる。他

の語と違い，friendly は-er/-est 型と more 

～/most ～型の両方が使われることに注

目させる。 

・ 通例 be ～という用法指示と，一緒に用

いる前置詞句などを示す二重山形かっこ

 を使ったwithという連語表記から 3
に導く。 
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(3) lose  1a, p. 1193.

 

・ 教科書本文では目的語が his mother であ

ることを確認させる。目的語の名詞には典

型的にどのようなものがくるかという「選

択制限」が山形かっこ〈  〉の中に示され

ていることに注目させ，1aの「〈親族・友

人〉をなくす，…に死なれる」に導き，教

科書のこの部分が「母親に死なれて一人残

された」という意味になることを理解させ

る。同じ語義でも目的語が〈貴重な物・事〉

の場合は「失う，取られる」，〈命〉の場合

は「落とす」と文脈に合う訳語が示されて

いるのでチェックさせる。 

 

(4) way  1, p. 2219.

 

 

・ 1には(in) a ... wayという文型表示の

後に，「…なふうに」という訳語が出ている

が，教科書本文では way を修飾する語が疑

問詞になっていることに注意させる。辞書

の第 6 用例が同じ in what way で始まる

疑問文になっているので注目し，これが

「どういうふうに」という howと同じ意味

になることを確認させる。 

・ さらに第 6 用例を参照させ，教科書本文の

In what way?の後ろには何が省略されて

いるかを考えさせるのもよい (In what 

way (did Spindle take care of Mel)?)。 

・ 直後にコラムもあるので，「方法・手段」

を示す様々な言い方について学習させて

おくのもよい。 

 

 

(5) share1  2, p. 1802.

 

・ 若い Mel が Spindle におねだりをした

(asked for it [=his food])時の Spindle の行

動について語っているので，教科書本文の

share は 2の「〈自分の物〉を分けてやる」

にあたることを確認させる。教科書本文に

は出ていないが，人にのように分ける相

手をさす場合にはwithを用いることにも

触れておきたい。 

・ 教科書 p. 89 の最後の行で，インタビュア

ーのお礼の中に「Dr. Goodall, thank you ... 

for sharing your ideas with us.」という表

現がある。5の「人に〈個人の考えなど〉

を話すwith」の例となっているので，先

に辞書で用法を確認させておくのも効果

的。 
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Crown English Communication I, p. 86. 

 
－3 

Kenji: Now let’s turn to the topic of the   

environment.  You travel all over the world, giving 

(1)talks about the conservation of nature.  Do you 

have any comment? 

Jane:  Yes, we humans must understand that wild 

animals have the (2)right to live.  They need wild 

places.  Besides, for our own good, there are some 

kinds of living things that we must not destroy.  

Many drugs for human diseases come from plants 

and insects.  When we destroy a wild area, maybe 

we are destroying the (3)cure for cancer and other 

diseases without knowing it. 

Kenji:  I (4)see. 

Jane:  Everything in nature is connected.  Plants  

and animals make up a whole pattern of life.  If we 

destroy that pattern, all kinds of things can go  

wrong. 

Kenji:  Could you say more about that? 
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Lesson 6—Section 3 

(1) talk  3, p. 2010.

 

・ 「世界中を旅してまわる」という文脈から，

3 の「演説，講義，講演」に導く。3 には

共に用いる前置詞を表す二重山形かっこ

 で，「…に関する演説」という場合に

はabout, onを用いると記されているので

注目させる。about の方がよく使われるの

で太字になっていることを教えたい。教科

書本文もaboutを用いていることをチェッ

クさせる。 

・ 第 1 用例の「講義をする」という表現で，

give a talk とはいうが×do a talk や×make 

a talk とはしないことを×印を付けて示し

ていることを確認させる。教科書本文も

give とのコロケーションとなっている。名

詞と基本動詞を組み合わせる名詞構文で

「…をする」と表現する場合，名詞と動詞

には決まったコロケーションがあるので

注意させておきたい。 

 

(2) right  1a, p. 1692.

 

・ 教科書本文が the right となっていること

から名詞の項目を参照させる。1aには通

例 a [the] ～という用法指示があり，教科

書本文の the rightに合っていることから，

「権利」という意味であることを確認させ

る。 

・ 「…する権利」という場合は to do を

用いることが，二重山形かっこで示さ

れているのでそこに注目させ，教科書本文

が「生きる権利」を表していることを理解

させる。 
・ 「権利がある」という場合，教科書本文の

ように動詞は have を用いることを辞書の

用例から発見させる(第 1, 2, 4, 5 用例)。 

 

(3) cure  1, p. 485.

 

・ cure for cancer and other diseases と続い

ていることから，1 の「治療」の意味にな

ることを確認する。 

・ 「…の治療」という場合，forを用いる

ことが二重山形かっこで示されてい

るので注意させる。教科書本文は「がんや

その他の病気の治療」という意味だが，「…

の～」という場合には，どのような場合で

も＋of を使って表現できるものではな

く，この cure の場合に for 句を取るよう

に，名詞によって後続する前置詞に違いが

あるので注意を促したい。 

 

(4) see1  I see, p. 1772.

 

・ 会話でよく使われる句であることを，二重

丸かっこの話という使用域表示や，の

注記を見せて確認させる。 

・ の注記に記されている「↑ 2」という
表示は，「 2を参照すること」という意
味を示していることを教えたい。同ページ

にある 2には I see.と同様に話という

使用域の表示があり，「わかる，理解する」

という意味が出ているのをチェックさせ，

I see. がなぜ「なるほど」という意味にな

るかを納得させる。コミュニケーションにある

第 1 会話例を確認させるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 87. 

 

Jane:  Sure.  One time in England, rabbits were 

destroying farmers’ grain.  The farmers killed the 

rabbits by (1)giving them a disease. Then foxes didn’t 

have enough to eat and they started killing the 

farmers’ chickens.  The farmers then killed the  

foxes, and rats quickly (2)increased in number and 

destroyed just as much grain as the rabbits had  

eaten.  We humans are in (3)danger of destroying our 

environment and ourselves (4)along with it.  
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(1) give  14, p. 846.

 

・ give には多くの意味があるので，①SVOO

構文であること，②disease (病気)を目的語

に取ること，の 2 つをヒントに意味を探さ

せる。14にはgive A B/B to Aという

SVOO もしくは SVO to O を取るという文

型表示がある。また，A, B がどのような目

的語になるかという「選択制限」が山形か

っこ〈  〉に入れて示されているが，それ
を見ると，「A〈人〉に B〈病気〉をうつす，

伝染させる」とあるので，この14が教科
書本文の内容と一致することを確認させ

る。 

・ 用例に日常会話に役立ちそうな表現が出

ているので，参照させるとよい。 

 

(2) increase , p. 1030.

 

・ 見出し語のすぐ横に発音記号があるが，そ

こにの注記で①-se の発音は/s/であるこ

と，②動詞と名詞で強勢位置が違うこと，

が記されているので確認させる。 

・ 自動詞用法で用いられる前置詞が，二重山

形かっこ で示されているのでチェック

させる。スラッシュ( / )で区切られた「…

の点で/…だけ/…から/…まで」はそれぞれ

in/ by/from/to に対応していることを教え

たい。教科書本文は in が使われているの

で，「数が[=数の点で]増える」という意味

になることを理解させる。 

・ 辞書の第 1 用例が in を使っているので，

教科書本文と比較させる。 

(3) danger  be in danger of A, p. 496. 

 
・ 意味が「A の危険がある」になることを踏

まえ，例文に注目させたい。教科書本文

(destroying ...)と同様に辞書の用例でも動

名詞句(becoming ...)が使われており，また

教科書下部欄外「26. be in danger of ～」

に挙げられた例文も losing ... と動名詞に

なっていることから，A は動名詞句になる

ことがよくあると確認させる。 

 

(4) along  along with A, p. 64. 

 

・ 重要成句として赤いアステリスク(*)が付

いているので注意させる。A には〈人・物〉

のいずれもくることがあるので，例文で確

認させる(第 1 用例は人，第 2 用例は物)。 
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Crown English Communication I, p. 88 
 

－4 

Kenji:  So are you (1)worried about our future? 

Jane:  Yes, I am.  But my hope lies in young people.  

Once they know about environmental problems,  

they want to solve them.  That’s why I decided to 

start Roots & Shoots. 

Kenji:  What’s that? 

Jane:  Well, it (2)began with a group of high school 

students in Tanzania in 1991.  It is called Roots & 

Shoots, because roots can (3)work their way through 

rocks to reach water. And shoots, (4)though they are 

tiny, can break through a wall to reach the sunlight.  

The rocks and wall are the problems humans have 

caused to our earth. 

Kenji:  So it’s a kind of club for young people? 

Jane:  That’s right.  We now have groups all over  

the world and each group chooses three projects:  

one to help people, one to help animals, one to help 

the environment.  The world is a better place when 

you cause a sad person to smile, when you make a 

dog wag its tail, or when you give water to a thirsty  
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Lesson 6—Section 4 

(1) worried , p. 2285.

 

・ worriedはworryから派生した語であるこ

とが→worryという語源欄の記述からわ

かるので，確認させる。紙の辞書だと wor- 

ried を引くと隣のページに worry が出て

いるので，すぐにどのような語かを知るこ

とができる。

・ 通例 be ～という用法指示から，叙述用

法が普通であることを確認させる。さらに，

山形かっこ〈  〉に囲って「〈人が〉不安で」

と選択制限が記されているので，主語が人

になることにも注意させる。 
・ worried に後続する形が二重山形かっこ 

 で示されているので，チェックさせる。

スラッシュ( / )で区切られた「人・事につい

て/…ということを/…かを」はそれぞれ

「about, over/(that)節/wh 節」に対応して

いることを理解させる。特に頻度の高い

about は太字で示されているが，教科書本

文でもaboutが使われていることを確認さ

せたい。 

・ には worried と共に使う前置詞，節や

強意の副詞(句)などの情報もあり，チェッ

クできるとよい。

 

(2) begin  begin with A, p. 181.

 

・ 「…から始まる」という表現では数種類の

前置詞が使用されるので，注意しておきた

い。まず begin with A の(1)の意味を確認

させ，「…から始まる」となっているが from

を使わないことをチェックさせる。用例に

も言及して，「何かが A をきっかけに始ま

る」という場合には with を用いることを

理解させる。 

・ 1 にも「…から始まる」という意味があ
るが，この場合は二重山形かっこ でat, 

inを用いると記されている。第 1用例の at

は「ある時間から始まる」ことを表してお

り，用例訳に続いて，from を使わないこと

が(×)を使って示されているのに注目させ

る。また，第 2 用例には in (最初の方)，第

5 用例には at が使われているが，これは

「始まる場所」をさしていることをチェッ

クさせる。第 2 用例のふたつ目の in は，

「1980 年代後半から」となり，こちらは第

1 用例の atのように「始まる時」を示して

いる。「…から」という日本語から from を

連想しがちだが，成句として with，時や場

所を表す前置詞として at や in などが用い

られることに注意を促す。 


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(3) work  5, p. 2280.

 
・ 教科書本文が work their way through 

rocks と目的語があることから他動詞であ

ることがわかる。さらに，5には～ one’s 

way(＋)という略式文型表示があるの

で，これを手掛かりに「徐々に進む」の意

味に導く。ただ進むのではなく，「徐々に進

む，努力して進む」という意味合いが，「(根

が)岩の間をゆっくりと伸びる」という教科

書本文の内容と合致することを確認させ

る。

・ 文型に(＋)とあり，その後の注記に(

は方向の表現)とあることに注目させたい。

この(＋)は，「work one’s way に続いて副

詞相当表現がくることがある」ということ

を示しており，教科書本文では，through 

rocks という前置詞句がそれに相当すると

いうことを理解させたい。 

・ なお，動詞＋one’s way の形をとる様々な

表現が，way1  make one’s way の

コラムに挙げてあるので，これを参照させ

るのもよい(p. 2221)。 

 
 

 

(4) though  1, p. 2058–59.

 

・ though も although も「譲歩」を表すが，

(よりかたくalthough)という記述から，

使用される場面に差があることに注意さ

せる。 

・ thoughと althoughの違いはにも出て

いるが，かなり細かいので適宜必要な部分

に触れるとよい。教科書本文では語順が複

雑なので，(2)(b)にあるように，思いついた

時に情報を言い添える場合，文中に挿入さ

れることに注意させる。用例と比較するこ

とで理解を深めさせる。 


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Crown English Communication I, p. 89. 

 

plant.  That’s (1)what Roots & Shoots is all about. 

Kenji:  Some final words? 

Jane: The most important difference between 

humans and chimpanzees is that we can speak    

and share ideas.  Every one of you has a role to play 

and you can make a (2)difference.  You are just one 

person, but what you do (3)affects the whole world.  

And you have a choice: What to buy?  What to eat?  

What to wear?  The changes you make may be  

small, but if a thousand, then a million, finally      

a billion people all make those changes, this is   

going to make a big change. 

Kenji:  Dr. Goodall, thank you very much for your 

time and for sharing your ideas with us. 
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(1) whatThat’s what A is all about., p. 2237.

 

・ 成句を調べて文型と意味を押さえ，教科書

本文では Roots & Shoots が A にあたるこ

とを理解させる。 

・ 辞書用例を参照させて，I love her という

文が that’s what …の前にあることを確か

めさせて，that は前にあるこの文をさして

いることを理解させる。教科書本文では

That が彼女の発言の前半の内容である， 

 

それぞれのグループが人，動物，そして自然環境

を支援する 3 つのプロジェクトを選んで行ってい

ることや，（具体的には例えば）悲しむ人を笑わせ

たり，イヌのしっぽをふらせたり，渇いている植

物に水をあげると，世界はもっとよい場所になる

こと 

 

という箇所をさしており，こうした活動が

Roots & Shoots のすべてなのだと述べて

いることを理解させる。 

 

(2)difference   make a difference, p. 546.

 
・ 意味を調べさせるだけではなく，の注記

にあるように，difference の前にくるのが

a だけではないことに注目させる。教科書

本文は成句見出し通りの形だが，辞書の第

1，第 4 用例は all the difference，第 2 用

例は no difference，第 3 用例は a lot of, a 

great deal ofと difference の程度を表す表

現を伴っていることを確認させる 

 

(3) affect1  1, pp. 37–38.

 
・ の注記にあるように，「直接的に変化を

もたらす」という意味合いを確認させ，教

科書本文の「あなたの行い(what you do)が

直接，世界全体(the whole world)を変える

のだ」というメッセージを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 


